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子と母の女性パートナーとの母子関係の成立
――オランダにおける子とデュオマザーの親子関係――



















































( 1 ) 渡邉泰彦「同性カップルによる婚姻から家族形成へ」法律時報 88巻 5 号
(2016) 73頁。
( 2 ) 大阪在住の男性カップルが里親になるために研修を受けているという報道
もある。「息子の結婚相手は男性だった〜LGBTと『家族』」Yahoo ニュー
ス編集部 2016 年 6 月 2 日 http : //news.yahoo.co.jp/feature/201
( 3 ) 渡邉・前掲 76頁。
( 4 ) アメリカについては、中村恵「アメリカにおける同性カップルと生殖補助
医療によって生まれた子との親子関係」東洋法学 50 巻 1=2 号合併号 67頁
(2007)、ニュージーランドについては、梅澤彩「ニュージーランド――生











一方の子との関係では、民法の親権 (gezag) に新たな規定 (253条 tか
ら 253条 y) が設けられ、親の一方が、子の親ではないが子と親密な人的
関係にあるパートナーと共同で親権を行使することを、申立てにより裁判
所が認めることができる (253条 t第 1項)。
2001 年の同性婚の導入とともに、同性婚当事者を養親とする共同縁組
(国際縁組を除く) が認められた (227条以下)。
2009年 1 月 1 日施行の改正法により、女性カップルの一方が人工生殖
によりもうけた子と、他方との間の縁組の手続きが一定の要件のもとで簡
略化され (227条 4項)、1 年の試験監護期間 (228 条 1項 f号) が免除さ












組であったが、2009年から 2011 年には毎年 350 組以上に増加した
( 7 )
。
2014 年 4 月 1 日に施行された「縁組以外の母の女性パートナーの法律


















Vereniging voor Obstetrie en Gynaecologie) の 1999 年ガイドライン
(Richtlijn Hoog-technologisch draagmoederschap) に定められている。
注
( 5 ) オランダの登録パートナーシップ制度については、渡邉泰彦「ヨーロッパ
における同性カップルの法的保護」東北学院大学論集・法律学 63 号 (2004)
1頁、53頁以下を参照。
( 6 ) 裁判所による承諾代行については後記Ⅴ 1参照。
( 7 ) Centraal Bereau voor de Statistiek, Partneradopties ; leeftijd van het kind
op het moment van adoptie 2000-2011, [online] 23 oktober 2014, [retrieved
on 2016-09-01]. Retrieved from the Internet : < URL : http : //statline.cbs.
nl/StatWeb/publication/?DM=SLNL&PA=81550NED >
( 8 ) Wet van 25 november 2013 tot wijziging van Boek 1 van het Burgerlijk
Wetboek in verband met het juridisch ouderschap van de vrouwelijke
partner van de moeder anders dan door adoptie, Stb. (Staatsblad van het
Koninkrijk der Nederlanden) 2013, 480.




をめぐって――」外国の立法 243 号 (2010) 99 頁、Philipp M. Rueß,
Künstliche Fortpflanzung im niederländischen Recht, in : Dutta / Schwab /
Henrich / Gottwald / Löhnig (Hrsg)，Künstliche Fortpflanzung und

























b 子に対して扶養義務を負う (394条及び 395条 b)。
このようにデュオマザーを導入する理由として、2011 年 10 月 4 日に下
院に提出された法案の理由は、次の 2つの子の利益をあげている (kst 33





























関与が必要となる切断型の養子縁組によってのみ可能である (Nr. 6, p. 6)。
裁判上の親子関係の確認も、新たな家族法上の関係を成立させるのみで、
母との間に存在している家族法上の関係を解消させることはできない











このような考えに対して、国務院助言部門 (de Afdeling advisering van




れた」と述べた (Nr. 4, p. 2)。体系的な変更を含んでいるにもかかわらず、
法律法案では十分な理由付けが示されていないと評価した。
政府側も、レズビアンの親子関係 (lesbisch ouderschap) の提案が、生
物学的 (血の) 結びつきのない直接的血縁を可能とし、生物学的つながり

























子関係を法律上規定するための選択の結果である」と述べる (Nr. 4, p. 6)。
注
(11) Commissie lisbisch ouderschap en linterlandelijke adoptie, Rapport
Lesbisch Ouderschap. http : //www.aoo.nl/downloads/2007-10-31-MvJ.pdf,
p. 45.
(12) Voorontwerp concept-memorie van toelichting lesbisch ouderschap, p. 1.
(13) Rapport Lesbisch Ouderschap, p. 45.
(14) 国務院は、オランダ憲法に定められている行政機関であり、立法に対する
助言と行政訴訟の処理を行う。参照、国会図書館調査及び立法考査局『各国
憲法集 (7) オランダ憲法』(2013) 11頁。
(15) Nr. 3, p. 3 ; Nr. 4, p. 5 ; Nr. 6, p. 9. 縁組の簡略化の最後の段階、または論理
的段階と説明する。血縁法の増築という例えも出されている (Nr. 6, p. 11.)。
Ⅲ 定義
1 母 (moeder)
2013 年改正前、母とは、子を分娩した女性 (生母) と、子と縁組した
女性 (養母) であった (旧 198 条)。2013 年改正により、198 条 1 項は、
(法律上の) 母という概念の下に、子を出産した母 (生母) (a号)、養母































不知 (onbekend) と顕名 (bekend) の精子ドナーに分類される。人工生












(16) 2014 年 5 月 5 日コ・マザーの血縁の確認に関する法律 (Wet houdende de
vaststelling van de afstamming van de meemoeder / Loi portant établisse-
ment de la filiation de la coparente) [c― 2014 / 09353]により 2015 年 1 月 1
日から導入しているベルギーでは、デュオマザー (duomoeder) ではなく、
コ・マザー (meemoeder / coparente) を法律の文言に用いている。オラン
ダでは、自由国民党 (VVD) から、meemoederの語を用いる提案もなされ




(Nr. 5, p. 5 ; Nr. 6, p. 5)。
Ⅳ 法によるデュオマザー関係の成立
法によるデュオマザー関係 (Duomoederschap van rechtswege) では、
出生届とともに人工生殖提供者情報財団の宣言が身分登録官に提出される
と、母の女性配偶者 (登録パートナー) は、子の出生時から母 (デュオマ

















つが要件となる (198 条 1項 b号)。
(1) 生母とその女性パートナーが、婚姻または登録パートナーシップ
を行っていること。







(4) 他の者が先に第 2 の親となっていないこと。
2 異性カップルとの違い
異性カップルでは、「子の出生時点において、子を出生した女性と婚姻
又は登録パートナーシップを行っていた者」が父となる (199 条 a号)。





















































(パートナー) が子の母 (デュオマザー) となる (198 条 b号 3文)。
生母が子の出生時点で再婚、登録パートナーシップを行っていた場合で
も、この宣言を提出しているときは、死亡配偶者がデュオマザーとなる。









原則として夫 (登録パートナー) の死亡から 306 日以内に生まれた子は、













(Ontkenning) することができる (202条 a第 1項)。
ここでいう子の生物学的母 (de biologischemoeder van het kind) とは、
遺伝的母を指す (Nr. 4, p. 14)。デュオマザーが生母に卵子を提供してい
た場合には、デュオマザーは生物学的母であるから、デュオマザー関係を
否認できない。









る (同条 4項)。子がこの期間の経過前に死亡したときは、その 1 親等の
直系卑属が申し立てることができる (202条 b第 2項、201条 2項)。
否認により、母子関係は、遡及的に効力を失う (202条 b 第 2項、202
条 1項)。
注





































のである (Nr. 3, p. 18)。母の女性パートナーが認知しデュオマザーと
なった場合でも、顕名精子ドナーは、子と親密な人的関係にあるときは、











子が 16歳に達していないときは、母の承諾が必要である (204条 1項 c
号)。子が 12歳に達しているときは子の承諾、または親の承諾が必要とな
る (同項 d号)。子が 16歳に達している場合には、子の承諾のみが必要
となる。これらの承諾は、原則として事前に文書により行われるが、認知
文書作成以後でも行える (204条 2項)。必要な承諾を得ていない認知は

































絶される可能性が大きい (Nr. 9, p. 1)。
3 デュオマザー関係の認知無効
デュオマザーが生物学的母ではないことを理由に、デュオマザーによる
認知の無効を裁判所に申し立てることができる (205条 a 第 1項)。その
内容は、父子関係の認知無効 (205条) と同じである。デュオマザーによ
る認知の無効は、法律上の親子関係を生物学的親子関係と一致できること





(205条 a第 1項 a号)。デュオマザーが生物学的母ではないと推定させる


























府は回答している (Nr. 6, p. 8)。
(21) 法案では、デュオマザーからの認知に対してその配偶者 (パートナー) で
ある生母が承諾を拒絶するのが権利濫用 (民法第 3編 13条) に当たる場合







が明らかではない (Nr. 3, p. 19 ; Nr. 6, p. 20)。また、生母が新たなパート
ナーと生活し、ともに子を養育しているならば、現在のパートナーと子との
関係を確定させることが、子に資する。このような子の利益が、元パート
ナーの利益に優先する (Nr. 6. p. 2)。子とを親密な関係を有している場合に
は、面会交流の申立を認めることで、母の元パートナーと子の間の事実上の
関係を保護することができる。
(22) kst 33 032 Nr. 9.
(23) kst 33 032 ― A.
(24) 懐胎させた者の事案において最高裁判例は認めており、精子ドナーにも類

































(41条 1項) または登録パートナーシップの登録禁止に該当する (80条 a
第 5項) 場合にもできない (207条 2項 b号)。







































報法 3条 1項 b号)。女性カップルの子は、自分が提供型人工生殖によっ
て生まれたことを必ず知るから、情報提供を受けることができる。




社会的背景、人格的特徴に関するもの (同 2条 1項 b号) である。
ドナーの氏名と生年月日 (同項 c号) については、16歳に達した子に、











採用されなかった (Nr. 3, p. 12 ; Nr. 6, p. 23)。
注
(26) 自己の出自を知る権利は絶対的な権利ではなく、他人の権利と抵触する場





















































近時でも、認知者による認知無効の訴えを認めた最判平成 26 年 1 月 14
日 (民集 68巻 1 号 1頁) のように DNA鑑定により生物学的親子関係か
らのみ法律上の親子関係を決定することが重視され、社会的親子関係の存
在が考慮されない危険が生じている。再婚禁止期間の合憲性に関する最大









スイスの状況―― (その 4)」産大法学 49巻 4号 (2016) 1頁。
234 (684)
